
いちごを始めとした県産農産物の販売促進

⾃治体
の紹介

背景

現状の
課題

・県内消費者への販売促進事業が多く、首都圏に対する本県の立地の優位性を生かしたプロモーションが少ない

・県オリジナル品種いちご「あまりん」や「べにたま」が注目されている好機を捉えた取組が不足している

・県が中心となって輸出先国へ向けたＰＲ活動や商談会を実施したが、継続的な取引につながっていない

・持続的に販売できる6次産業化商品を事業者が開発するための支援が十分でない

◆ これまでの販売促進・輸出支援で不足する取組

◆ 意外と強い埼玉の農業 ◆ 実は新しいフルーツ王国・埼玉

埼⽟県の農業産出額
(令和４(2022)年)

出典︓農林⽔産省 「⽣産農業所得統計」

野菜 744億円 （全国9位）

全国順位産出額品⽬
１位44億円さといも
２位133億円ねぎ
２位73億円ほうれんそう
２位31億円こまつな
２位12億円かぶ
３位15億円はくさい
４位97億円きゅうり
４位40億円ブロッコリー
４位34億円えだまめ

野菜
744億円
（48.2％）
全国9位

農業産出額
1,545億円

畜産
261億円
（16.9％）

⽶
266億円
（17.3％）

花き
160億円
（10.4％）
全国7位

その他
111億円
（7.2％）

全国唯一！ 「プレミアムいちご県」認定（２年連続）

●埼玉県育成品種のいちご 全国選手権３連覇

第１回全国いちご選手権「あまりん」最高金賞(R5.2)

クリスマスいちご選手権「べにたま」最高金賞(R5.12)

第２回全国いちご選手権「あまりん」最高金賞(R6.2)

いずれも⼀般社団法⼈
⽇本野菜ソムリエ協会主催

甘み
推し

香り
推し

ﾊﾞﾗﾝｽ
推し

●全国梨選手権「豊水」最高金賞

埼玉県産梨「豊水」最高金賞受賞（R5.9）

埼玉県育成品種「彩玉」最高金賞受賞（R6.9）



事業の
⽬的

これまで
の取組

事業
内容

・都内百貨店、ホテル、洋和菓子店等で「あまりん」等を使ったスイーツの開発・フェアの実施

・県内百貨店、洋和菓子店等で「あまりん」等を使ったスイーツの開発・フェアの実施

・県内でいちごや加工品が購入できるイベントを開催し、会場で観光情報のPR

２．県産いちご誘客促進事業

1. 県産農産物の首都圏プロモーション・魅力発信事業

・都内百貨店や高級スーパーで野菜ソムリエによる試食販売等、県産農産物のPR活動を実施

・SNSやポータルサイトから県産農産物の情報発信、プレゼントキャンペーンを実施

・本県の立地優位性を生かし、県内のみならず、首都圏へ向けた販売プロモーションを強化し、需要を取り込む

・「あまりん」等の県オリジナルいちごを観光資源としても活用。いちごを味わう体験を提供し、県内へ誘客を促進する

・輸出産地の掘り起こしやＰＲ活動へ取り組む輸出商社の取組を支援し、継続的な輸出へつなげる

・６次産業化に取り組む事業者の事業計画策定を支援し、計画の実践に向けた取組を支援する

◆ 課題解決に向けて

⾸都圏プロモーション・夏

◆ 国内・国外へいちごや梨を始めとした県産農産物の魅力を発信！

「あまりん」を使ったスイーツの開発

いちごを始めとした県産農産物の販売促進

・海外で県産農産物をPRする輸出商社等に対する支援

３．輸出に向けたビジネス・マッチング事業

４．農業の６次産業化支援事業

・事業計画の策定支援、研修会や情報交換会の開催



得られ
る成果

寄附を
する
メリッ
ト等 ◆ 問合せ先

農業ビジネス支援課 販売対策・６次産業化担当
048-830-4111 a4105-05@pref.saitama.lg.jp

◆ 事業の効果

いちご、梨を始めとする県産農産物の魅力を国内外へ発信し、

都内消費者や輸出先国からの需要が高まることで、

県産農産物の販売額が向上する。

いちごや梨を始めとする県産農産

物の販売促進をご支援ください！

お問合せをお待ちしております。
・ホームページでの御紹介

・感謝状の贈呈

・寄附をきっかけとしたプロジェクトの連携・協業

◆企業のメリット
◆メッセージ

いちごを始めとした県産農産物の販売促進

【伊勢丹新宿店における
知事トップセールス】

【シンガポールにおけるテスト販売】

【JR浦和駅・プレミアムいちご県認定セレモニー】

いちごを求めて国内外から観光客が県内を訪れ、観光消費が

増大することで地域経済が活性化する。

農業の６次産業化により農産物の付加価値が向上し、

農業経営の多角化と強化が図られ、収益力が向上する。


